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邪
馬
台
国
〔
瑞
穂
厳
之
国
王
朝
・
天(

厳)

之
国
王
朝(

倭)

・
日
本
朝
〕
、
九
州
天
之
国
・
高
天
系
〔
日
隈
・
日
前
・
和
〕
の
対
立 

邪
馬
台(

や
ま
と)

国 
 

 

三
輪
氏
、
豊
葦
原
瑞
穂
国
ら
が
連
合
し
、
豊
受
皇
太
神
を
天
照
大
神
に
擁
立 

オ
ロ
チ
厳
之
国
王
朝
の
再
現 

 
 
 
 

 

倭(

奴)

国
王
朝
再
現 

 
 

倭(

奴)

国
王
朝
再
現 

 
 
 
 
 

倭(

奴)

国
王
朝
再
興 

大
倭 
瑞
穂
厳
之
国
王
朝 …

…
…
…
…
…
→

天(

厳)

之
国
王
朝(

倭) 
…
→

日
本(

や
ま
と)

王
朝 

…
…
…
→

物
部
氏 

 
 
 

＋
大
倭
国
＋
豊
国 

 
 
 
 

 

＋
葦
原
中
つ
国
＋
伊
都
国(

副
都)

＋
大
日
本
国 

 
 
 
 

 

大
和
朝
廷 

 

 
 
1
8
0

年
代
中
頃 

 
 
2
1
0

年
代
前
半 

 
 
2
2
0

年
代
前
半 
 
 
 
 

2
5
0

年
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
国
と
大
倭
国
が
共
立 

倭 
 

水
天
神
天
照
大
神/

饒
速
日(

初
代
垂
仁) /

天
火
明(

二
代
垂
仁) /  

 
 

火
明
饒
速
日(

三
代
垂
仁)  

 
 
 

 
3
0
1

年
神
武
即
位 

国 
 

〔
都
〕
磯
城
唐
古 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

纏
向
珠
城
宮 

 
 
 
 
 

纏
向
珠
城
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

橿
原
宮 

大 
 

〔
副
都
〕
伊
都
国(

吉
野
ケ
里)  

 
 
 
 

 

纏
向
上
之
宮 

火
火
出
見
の
天
下
り 

 
 

景
行
・
仲
哀
の
熊
襲
征
伐 

乱 

邪
馬
台
国
建
国 

 
 
 
 
 
 

倭
女
王 

１
ヒ
ミ
コ…

…
…
…
…
…
…

２
豊
鍬
入
姫…

３/

４
神
功
５
倭
姫 

(

３
倭
迹
迹
日
百
襲
姫) 

 
 
 

〔
天
宮
〕
怡
土
井 

倭
奴(

ヤ
マ
ト)

国
王
朝
〔
倭
国(

高
天)
＋
豊
葦
原
中
つ
国
＋
大
倭
国
＋
日
隈
〕 

厳
之
国
宗
家
宗
像
家 

 
 
 
 
 
 

 

日
神
の
大
倭
遷
座 

 
 

伊
奘
諾/

向
津
姫 

 

天
孫
饒
速
日 

 
天
孫
彦
火
明(

天
火
明) 

 
 

火
明(

海
幸
彦
、
火
明
饒
速
日) 

 
 

 
/

素
戔
嗚
の
南
遷 

 
 

の
大
倭
降
臨 

 
 

の
大
倭
降
臨 

 
 
 
 
 

 

の
大
倭
降
臨 

 
 
 
 
 
 
 

 

大
己
貴
葦
原
中
つ
国
再
建
す
る
も
国
譲
り→

大
倭
へ 

 
┌
→

火
火
出
見･

海
幸
彦
の
争
い 

 
 
 
 
 

素
戔
嗚
豊
葦
原
中
つ
国
再
興
失
敗→

大
倭
へ  

 
 
 

火
火
出
見
の
日
向
天
降
り 

宗
像
家 

三
皇
女→

日
神
養
女→

素
戔
嗚
養
女→

出
雲
へ
。
多
紀
理(

田
心)

姫→

大
己
貴
の
妃 

 

日
向 

天
之
国
・
高
天 

…
…
…
…
…
…

天
孫
の
吾
田
降
臨 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
武(

磐
余
彦)

東
征 

 

南
九
州
日
隈(

日
前
、
ひ
の
く
ま)→
日
前(

ひ
の
ま
え)→

和(

ヤ
マ
ト)

国 
 

 
 
1
8
0

年
代
後
半 

 
 
 
 
 
 

 
2
2
0

年
代
前
半 

 
 
 
 
 
 

 
2
5
0

年
代
前
半 

 
 

 
 

2
8
5

年 

 
 

向
津
姫→

天
照
大
御
神→

日
神 

 
 

皇
孫
火
瓊
瓊
杵 

 
 
 
 
 
 

火
火
出
見 

 
 
 

 

磐
余
彦 

 
 

〔
都
〕 

 
 
 
 

天
宮
高
千
穂
宮 

 

笠
沙
宮/

西
都(

西
都
市
） 

 
 
 

 
高
千
穂
宮(

都
城
市) 

 
 
 

高
千
穂
宮(

宮
崎
市) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
/

高
城
千
台
宮(

薩
摩
川
内
市)  

 
 
/

高
千
穂
宮(

霧
島
市)  

 
 
/

岡
田
宮/

高
島
宮 
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本
書
の
王
系
譜
〔
倭
奴
国
王
朝(

天
地)

→

高
天(

天
之
国)

、
豊
葦
原
中
つ
国(

奴
国)

、
邪
馬
台
国(

瑞
穂
厳
之
国)

に
分
裂
〕
１ 

 
 
 
 
 
 
 

１
８
０
年
代
前
半
／
大
乱 

２
２
０
年
代
前
半 

２
５
０
年
頃 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

３
０
１
年
に
大
和
朝
廷
樹
立 

 
［
倭
奴
国
～
和
国
］ …

 

豊
受(

天
照)

皇
太
神(

熊
野
櫛
御
毛
野)

 

／
天
照
大
神 

 
 

 
 

伊
奘
諾 …

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

神
功 

─
─
─
 

八
幡 

 
 

天
之
尾
羽
張 ―

―
 

向
津
姫
／

日
神 

─

○─

火
瓊
瓊
杵 

…
 

火
火
出
見 ─

○─
 

神
武 

─
─
…
 

崇
神…

応
神 ─

 

仁
徳 

 
 

 

（
天
神
） 

 
 
 

（
天
神
） 

 
 
 
 
  

笠
沙/

西
都
市
妻 

都
城
市 

 
 

始
馭
天
下
之
天
皇└

初
国
知
ら
し
し
天
皇 

 

〔
宮
都
〕
糸
島
市
平
原 

高
千
穂
町 

 
 
 
 

/

高
城
千
台
宮 

 
/

霧
島
市 

  
 

宮
崎
市/

多
祁
里
宮/

高
島
宮/

橿
原
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

纏
向
宮
入
り 
 

２
ト
ヨ
＝
豊
鍬
入
姫 

 

３
倭
迹
迹
日
百
襲
姫 

［
邪
馬
台
国
］
倭
女
王 

 
 
 
  

 
 

１
ヒ
ミ
コ…

…
…
…

２
ト
ヨ…

３
／
４
気
長
足
姫(

神
功)

…

５
倭(

迹
迹)

姫  

〔
宮
都
〕 

 
 
 
 
 
 
 

唐
古
・
鍵 

 

纏
向
上
之
宮…

…

纏
向
珠
城
宮/

日
代
宮 

 
 
 

 

（
天
神
） 

 
 
 
 
 

天
照
大
神―

天
鹿
児
山 

 

（
倭
王
／
天
神
） 

 
 
 
 
 

 

垂
仁(

饒
速
日
／
天
火
明
／
火
明
饒
速
日) 

…
…
…
…
 

 

（
都
督
／
倭
王
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

景
行 

…
…
…
…
…
 

 
 

 

（
都
督
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

成
務…

仲
哀…

…
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
功 

［
大
日
本
国
］ 

  

綏
靖 

─
─

 

○ ─
 

○ 
─
 

○ 
─
 

○ 
─
 

孝
霊 ─

 

孝
元 ─

 

開
化 

─
 

御
間
城
入
彦
五
十
瓊
殖 

 

〔
宮
都
〕 

 
 
 

大
倭
葛
木 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

黒
田 

 

堺
原 

 

春
日 

 

磯
城
瑞
籬
宮 

 
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

◇
伊
弉
諾
夫
妻
の
実
子
・
養
子
・
養
女
・
人
質
、
伊
弉
冉
分
身 

 
 
 
 
 

 
…
(

人
質
）
少
童

わ
た
つ
み(

海
神

わ
た
つ
み)

三
神
、
筒
男

つ
つ
の
お(

住
吉)

三
神
、
海
神
本
家
筋
宗
女
、
大
山
祇
宗
女
、
闇
龗
ら 

伊
弉
諾―
 
…
(

主
家
嫡
子
の
帝
王
教
育
）
向
津
姫(

天
照
大
御
神→

日
神→

ヒ
ミ
コ)

、
天
照
皇
太
神(

→

天
照
大
神)

、
素
戔
嗚
ら 

―
―
(

実
子
）
日
子

ひ

る

こ(

蛭
児

ひ

る

こ→

蛭
子

え

び

す

、
天
事
代
主)

、
火
軻
遇
突
智

ほ

の

か

ぐ

つ

ち(→

火
産
霊

ほ

む

す

び) 

伊
弉
冉―

 
…
(

養
女
）
大
宜
都
比
売

お
お
げ
つ
ひ
め

、
丹
生
都
比
売

に
う
つ
ひ
め

の
埴は

に

山や
ま

姫(→
大
宜
都
比
売
襲
名→

大
気
津
比
売

お
お
げ
つ
ひ
め

→

埴
山
姫)

、
罔
象
女

み
ず
は
の
め 

（
伊
弉
冉
分
身
）

白
山

し
ら
や
ま
の

神
、
菊
理

く
く
り

媛 
 
 

／
稚
産
霊

わ
く
む
す
び(

豊
受
姫
の
母
、
日
神
分
身
稚
日
女

わ
か
ひ
る
め→

丹
生
都
比
売
襲
名)

ら 
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本
書
の
王
系
譜
〔
海
部
氏
系
図
、
尾
張
氏
系
譜
、「
記
紀
」
系
譜
の
合
成
系
図
〕
３ 

 
 

 
 

１
８
４
年
（
大
乱
勃
発
） 

 
 

 
 
 

２
１
０
〜
２
３
０
年 

 
 

 
 

 

２
５
０
〜
２
７
０
年 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

２
８
５
年
頃 

３
０
０
年
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
 

倭
彦→

大
倭
王
孝
安
に
養
子
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
０
１
年
＝
辛
酉
年
） 

 
 
 

 
―
 

猿
田
彦 

 
―
 

長
子→

忍
穂
耳
に
養
子
入 

後
に
火
明
、
饒
速
日
と
名
の
る 

 
 

 
 

 
  
―
 

日
子
坐
王 

 
 
 
 
 
 
 

 
 ―

 

筒
木
真
若 

―
―

 

○ 
―
―
 

○ ―
―
 

気
息
足
姫 

 

水
天
神 

 
…
 

豊
受
姫 

―
 

 

日
子
坐
王
襲
名 ―

 

彦
湯
産
隅―

日
葉
酢
姫
ら
五
姉
妹→

天
火
明
・
火
明
饒
速
日
の
妃 

 

天
照
大
神 

―
天
鹿
児
山
‖―

―
 

日
子
坐
王―

…
 

狭
穂
彦 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ―

―
 

三
世
倭
宿
禰 

─
 

武
振
熊 

 
 
 
 
 

 
 

栲
幡
千
千
姫―

 
―
 

彦
湯
産
隅 

 
―

 

狭
穂
姫―

―
―
―

誉
津
別(

火
火
出
見)

…
 

誉
津
別…

仲
哀 

―
―
―
 

誉
田
別
（
火
火
出
見
） 

 
 

 
 
 

豊
葦
原
中
つ
国
の
姫  

―
 

彦
火
明 

→

忍
穂
耳
に
養
子
入 

 
 
 
 

 

（
３
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
） 

神
功―

 

 
 
 
 
 
 

 
 

１
女
王
ヒ
ミ
コ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

２
豊
鍬
入
姫 

…
…

３
／
４
気
息
足
姫 

…
…
…
 

５
倭(

迹
迹)

姫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…

天
火
明
（
二
代
垂
仁
）―

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
道
姫 

―
―

 

天
香
語
山 

―
 

天
村
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
倭
遷
座  

 
…

饒
速
日
（
初
代
垂
仁
）…

火
明
饒
速
日
（
三
代
垂
仁
）
‖
‖ 

 

天
鹿
児
山
襲
名 

天
叢
雲
襲
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

御
炊
屋
姫─

─

味
間
見 

 

饒
速
日
襲
名 

 

三
炊
屋
姫 ―

―
 

可
美
真
手
（
物
部
氏
の
祖
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
木
花
開
耶
姫―

 
―
 

火
照
（
海
幸
彦
、
火
明
） 

御
炊
屋
姫
襲
名 

味
間
見
襲
名 

日
神
の
天
照
大
御
神―

忍
穂
耳―

―
火
瓊
瓊
杵 

―
―
…
…

火
火
出
見
（
山
幸
彦
）―

○―
 

磐
余
彦
（
神
武
）―

―
 

八
幡 

万
幡
豊
秋
津
姫―

 
 
 
 
 
 
 
 
―

 

火
折→

邪
馬
台
国
に
天
降
り 

 
 
 
 
 
 

 

神
功―

―
―
 
  
→

応
神 

※
水
天
神
天
照
大
神
＝ 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 

 
―
 

火
ス
セ
リ→

海
幸
彦
襲
名
（
吾
田
隼
人
の
祖
） 

マ
ガ
ダ
国
大
王
、 

山
王
、
牛
頭
天
王
、
神
皇
産
霊
、 

大
穴
持
、
佐
太
大
神
、
大
国
主
、 

月
読
、
月
神
、
熊
野
櫛
御
気
野
、 

御
饌
津
神
、
豊
受
（
天
照
）
皇
太
神
、 

天
御
中
主
、
天
叢
雲
、
倭
大
物
主
、 

所
造
天
下
大
穴
持
、
大
蛇
、
小
蛇
、 

豊
受
大
神
、
高
皇
産
霊
、
熊
野
権
現 
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本
書
の
王
系
譜
〔
海
部
氏
系
図
、
尾
張
氏
系
譜
、「
記
紀
」
系
譜
の
合
成
系
図
〕
４ 

 
 

１
８
５
年
（
大
乱
勃
発
） 

 
 
 
 

２
１
０
〜
２
３
０
年 

 
 
 

２
５
０
〜
２
７
０
年 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

２
８
５
〜
３
０
０
年
過
ぎ 

【
合
成
系
図
】 

 
 ―

 

饒
速
日(

天
孫
、
初
代
垂
仁)―

―
 

味
間
見(

物
部
氏
遠
祖
、
日
本
大
物
主
大
神)  

―
猿
田
彦(

佐
太
彦) 

 
―
 

日
子
坐
王 

 
 

御
炊
屋
姫―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
日
大
郎
姫 

─
─
─
─

 

日
本
武 

 
 
―

饒
速
日 

 
 
 
 
―
 

彦
湯
産
隅 

 
 
 
 ―

 
―
―

大
足
彦(

大
倭
家
移
籍
、
彦
太
忍
信
襲
名
、
景
行)

 

‖ 

→

若
く
し
て
他
界 

 

日
葉
酢
姫
ら
五
姉
妹―

 
  
 
―
 

倭
姫(

大
倭
家
移
籍
、
五
代
女
王)

 
 
 
 
 

影
姫─

─
 

武
内
禰 

―

日
子
坐
王 

 
 

 
 
 

遠
津
年
魚
眼
眼
妙
媛―

―
―
―
 

豊
城
入
彦(

豊
国
移
籍)―

 
―
 

彦
狭
嶋(

大
倭
家
移
籍)―

小
千
の
御
子 

天
羽
羽 

 
 
 

彦
火
明
、
二
代
垂
仁 

 
  ―

 

豊
鍬
入
姫(

豊
国
移
籍
、
二
代
女
王
ト
ヨ)  

 
 

 ─

宇
美
で
誕
生
の
皇
子 

―

火
天
神
天
鹿
児
山 

―
―
 

天
火
明(

天
孫) 

‖
‖─
 

誉
津
別(

火
火
出
見)…

 

誉
津
別…

…
 

仲
哀 

─
─

 
 
└
→

神
託
通
り
新
羅
王 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 
 

狭
穂
姫 
―
―
 

天
香
山(

鹿
児
山
襲
名
、
尾
張
氏
遠
祖)  

 

神
功 

─
─

気
比
で
誕
生
の
皇
子 

…

豊
受
皇
太
神
／
天
照
大
神 

―
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
炊
屋
姫(

御
炊
屋
姫
襲
名) 

 
 
 
 
└
→

気
比
大
神 

 
 

妃
で
分
身
の
瀬
織
津
姫(

天
照
大
神
荒
魂) 

 
 
…
…
…

火
明
饒
速
日(

三
代
垂
仁) 

‖
‖―

 

可
美
真
手(

味
間
見
襲
名→

物
部
氏
の
祖) 

 
 

 
 
 
 
 
┌

実
家
丹
後
海
部
家
に
戻
り
、
豊
受
大
神
祭
祀 

火
明
、
日
本
大
物
主
大
神 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
┌

天
叢
雲
襲
名 

…
 
 

 

②
分
身
待
遇
豊
受
姫(

火
天
神
妃) →
天
孫
と
共
に
吾
田
降
臨 

 
 
 
 
 

 

天
道
姫 

―
―

 

天
香
語
山(

高
倉
下) ─

天
村
雲 

 
 

 
 
 
 
 
┌
→

丹
生
都
比
売→

丹
生
都
比
売
神
社
・
伊
射
波
神
社
・
生
田
神
社
祭
神 

 
 
 
 
 
 
 
└

天
香
山
襲
名
、
尾
張
氏
の
祖 

①
分
身
稚
日
女(

豊
受
姫
の
母
、
稚
産
霊)  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

活
玉
依
比
売 ―

―
 

オ
オ
タ
タ
ネ
コ 

…

向
津
姫
／
日
神―

忍
穂
耳―

火
瓊
瓊
杵(

天
孫) ―

―
 

火
照(

海
幸
彦
、
火
明) 

 
 
 
 

 
 

  
 
└

神(

日
本
大
物
主
大
神)

の
子 

 
 
 
 
 
 

天
照
大
御
神 

 
 
   

木
花
開
耶
姫―

 
―
 

火
ス
セ
リ(

海
幸
彦
襲
名
） 

 
 
 
 
 

 

神
功 

―
―
 

…
…
…
…

 

大
日
孁
貴 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
 

火
折…

火
火
出
見(

山
幸
彦)─

○─
 

磐
余
彦(

神
武)―

―

八
幡→

応
神 

伊
奘
諾…

 
 

纏
向
に
遷
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

大
和
朝
廷
の
開
祖 

└

石
体
宮
で
誕
生 

伊
弉
冉 
 
 
 
 
 
 
 

  

※
天
照
大
御
神
荒
魂) →

廣
田
神
社
・
荒
祭
宮
祭
神 

 
 
 
 
 
 
 
 

始
馭
天
下
天
皇 

 
 

 

の
皇
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
身
瀬
織
津
姫(

撞
賢
木
厳
之
御
魂
天
疎
向
津
媛
※ 

 

２
豊
鍬
入
姫 

 

３
倭
迹
迹
日
百
襲
姫 

 
 

 

倭
女
王 

１
ヒ
ミ
コ(

撞
賢
木
厳
之
御
魂
天
疎
向
津
姫)

…
…

２
ト
ヨ 

…
…
…
…

３
／
４
神
功…

５
倭(

迹
迹)

姫 

※
水
天
神
天
照
大
神
＝
マ
ガ
ダ
国
大
王
、
山
王
、
牛
頭
天
王
、
神
皇
産
霊
、
大
穴
持
、
佐
太
大
神
、
大
国
主
、
月
読
命
、
熊
野
櫛
御
気
野
、 

御
饌
津
神
、
豊
受(

天
照)

皇
太
神
、
天
御
中
主
、
大
蛇
、
天
叢
雲
、
倭
大
物
主
、
所
造
天
下
大
穴
持
、
高
皇
産
霊
、
豊
受
大
神
、
熊
野
権
現 
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『
邪
馬
台
三
国
志
』
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
令
和
六
年
十
二
月
改
訂
版
） 
 

目
次 

 
◇
家
長
と
祭
器 

◇
倭
国
王
朝
／
倭
奴
国
王
朝
／
高
天
と
邪
馬
台
の
国
の
か
た
ち 

倭
国
の
生
い
立
ち 

●
那
珂
つ
国 

●
天
之
国
と
オ
ロ
チ
厳
之
国
王
朝
／
太
伯
ら
子
孫
と
越
オ
ロ
チ
族 

●
倭
国
王
朝
の
建
国 

倭
奴
国
王
朝 
●
豊
葦
原
中
つ
国
と
伊
都
国
の
王
朝 

●
倭
奴
国
王
朝 

倭
国
大
乱
と
邪
馬
台
国 

◇
南
伝
仏
教
の
東
ア
ジ
ア
流
入 

●
神
国
と
常
世
づ
く
り
と
伊
奘
諾 

 

●
豊
受
皇
太
神 
●
倭
国
大
乱 

●
伊
奘
諾
の
南
遷 

●
二
人
の
天
照
大
（
御
）
神 

東
西
の
王
朝 

●
日
神
の
出
現 

●
天
石
窟 

●
オ
ロ
チ
退
治 

●
天
日
槍
襲
来 

●
天
照
大
神
、
高
千
穂
宮
へ
／
天
孫
饒
速
日
の
天
降
り 

 

 

●
葦
原
中
つ
国
平
定 

●
天
孫
瓊
瓊
杵
の
出
現 

●
皇
孫
火
瓊
瓊
杵
の
天
降
り
と
日
隈
（
日
前
）
再
興 

●
日
神
の
畿
内
遷
座 

●
天
照
大
神
（
高
皇
産
霊
）
の
湖
西
高
島
宮
と
天
成
神
道 

倭
の
女
王 

●
倭
の
女
王
ヒ
ミ
コ
と
纏
向
上
之
宮
／
皇
孫
火
瓊
瓊
杵
の
日
前
国
西
都
と
天
孫
天
火
明
の
日
高
見
国
東
都 

●
皇
子
の
交
換 

●
女
王
の
朝
貢 

●
海
幸
彦
と
山
幸
彦 

●
内
部
抗
争 

●
火
明
饒
速
日
（
海
幸
彦
）
の
天
降
り 

●
女
王
の
伊
勢
遷
座  

日
本
王
朝
と
日
前
の
対
立 

●
女
王
ト
ヨ 

●
一
都
七
道
制 

●
天
神
火
明
饒
速
日 

●
太
子 

磐
余
彦 

●
景
行
の
熊
襲
征
伐 

●
和
王 
磐
余
彦 

●
仲
哀
の
熊
襲
征
伐 

天
下
は
一
つ
、
家
は
一
つ
（
神
武
東
征
） 

●
東
征
出
発 
●
筑
紫
国
の
奪
還 

●
新
羅
遠
征 

●
吉
備
征
伐
／
高
島
宮
／
出
雲
征
伐 

●
生
駒
の
敗
北 

●
熊
野
上
陸
／
熊
野
権
現
の
神
倉
山
垂
迹 

●
日
前
宮
の
創
祀
／
日
本
に
迫
る 

●
日
本
の
降
伏 

大
和
朝
廷
の
成
立 

●
橿
原
宮 

●
日
本
武
尊
の
北
伐 

●
大
和
朝
廷
の
は
じ
ま
り
１ 

 

●
大
和
朝
廷
の
は
じ
ま
り
２ 

●
皇
祖
天
神
に
奉
る
郊
祭 
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◆
縄
文
晩
期
の
那
珂
つ
国…

…

死
返
玉
・
道
返
玉
な
ど
玉
八
つ
に
加
え
て
、
熊
の
神
籬
・
蜂
の
領
巾
な
ど
玉
つ
宝
十
種 

◆
前
五
世
紀
の
天
之
国…

…
…

日
鏡
、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡
な
ど
鏡
三
面 

◆
前
四
世
紀
の
厳
之
国…

…
…

死
返
玉
な
ど
玉
五
つ(

も
と
那
珂
つ
国
祭
器)

、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡(

も
と
天
之
国
祭
器)

 

に
加
え
て
、 

厳
之
国
本
家
の
宗
像
家 

 

軍
団
を
指
揮
す
る
八
握
の
細
形
銅
剣(

神
璽)

、
船
団
を
指
揮
す
る
蛇
の
領
巾
な
ど
瑞
宝
十
種 

◆
前
四
世
紀
の
熊
族(

熊
襲)

…

銅
矛
、
日
鏡(

も
と
天
之
国
祭
器)

、
玉
三
つ(

も
と
那
珂
つ
国
祭
器)

 

、
熊
の
神
籬
な
ど
熊
族
神
宝 

◆
前
三
世
紀
の
倭
国
王
朝(

高
天)…

北
方
系
銅
鏡 

 

日
隈(

熊
野
家)

 
…

瓊
矛
、
日
鏡
・
玉
三
つ
、
熊
の
神
籬
な
ど
日
隈
神
宝 

 

◆
豊
葦
原
中
つ
国
の
天
叢
雲…

天
璽
の
天
叢
雲
剣
、
死
返
玉
な
ど
玉
五
つ
、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡
、
蛇
の
領
巾
な
ど
瑞
宝
十
種 

◆
厳
之
国
宗
家
の
宗
像
家…

…

玉
五
つ
、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡
、
八
握
の
細
形
銅
剣(

天
叢
雲
剣)

、
蛇
の
領
巾
な
ど
瑞
宝
十
種 

◇
倭
奴
国
王
朝
初
代
女
系
天
神
の
天
常
立…

光
武
帝
か
ら
賜
る
天
璽
の
方
格
規
矩
鏡 

◇
日
隈(

熊
野
家)

の
伊
奘
諾…

神
璽
の
金
印
「
漢
委
奴
国
王
」、
神
璽
の
瓊
矛
・
日
鏡
・
熊
の
神
籬
な
ど
日
隈
神
宝
、 

布
都
斯
魂
剣
で
倭
奴
国
王
朝
と
天
神
を
守
護 

◇
邪
馬
台
国
の
水
天
神
天
照
大
神…
新
た
に
鋳
た
天
璽
の
天
叢
雲
剣(

中
細
銅
剣)

 
 

火
天
神
天
鹿
児
山…

天
璽
の
羽
羽
矢 

◇
宗
像
家
宗
女
の
田
心
姫…

…

玉
五
つ
、
奥
つ
鏡
・
辺
つ
鏡
、
八
握
の
細
形
銅
剣(

天
叢
雲
剣)

・
蛇
の
領
巾
な
ど
瑞
宝
十
種 

◇
日
神
の
天
照
大
御
神…

…
…

石
窟
戸
前
で
鋳
た
天
璽
の
伊
勢
大
神(

三
角
縁
神
獣
鏡)

 
 

倭
女
王
ヒ
ミ
コ…

伊
勢
大
神
、
魏
帝
鏡

(

方
格
規
矩
鏡)
、
神
璽
の
金
印
「
親
魏
倭
王
」、
豪
族
に
配
る
鏡(

祭
祀
用
八
咫
鏡
と
魏
帝
鏡)

  

◇
素
戔
嗚…

…
…
…
…
…
…
…

日
矛
・
日
鏡
な
ど
熊
野
家
神
宝
、
日
前
鏡
、
布
都
斯
魂
の
十
握
剣
で
大
蛇(

天
照
大
神
親
子)

退
治 

◇
高
千
穂
宮
の
高
皇
産
霊…

…

高
千
穂
宮
赴
任
前
に
鋳
た
布
都
御
魂
の
十
握
剣
、
自
身
の
神
像
と
し
て
の
天
叢
雲
剣(

中
細
銅
剣) 

(

高
千
穂
宮
に
赴
く
天
照
大
神) 

布
都
御
魂
剣
に
、「
刃
に
血
塗
ら
ず
し
て
倭
国
統
一(

高
天
＋
邪
馬
台
国)

」
を
誓
う 

◇
日
前
の
皇
孫
火
瓊
瓊
杵…

…

天
神
の
御
子
と
印
す
羽
羽
矢
、
石
窟
戸
前
で
鋳
た
八
咫
鏡(

日
前
鏡)

・
天
叢
雲
剣
な
ど
三
種
宝
物 

◇
日
本
朝
の
火
明
饒
速
日…

…

神
璽
の
十
握
剣
二
振
り(

布
都
斯
魂
剣
と
布
都
御
魂
剣)

、
天
神
の
御
子
と
印
す
天
璽
の
羽
羽
矢
、 

天
神
天
照
国
照
彦
火
明 

…

鏡
作
郷
で
鋳
た
神
璽
の
天
照
御
魂
神
（
天
璽
の
鏡
の
形
代
、
天
照
国
照
彦
火
明
命)

 

天
璽
の
瑞
宝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

布
都
斯
魂
・
布
都
御
魂
の
十
握
剣
二
振
り
に
、
倭
国
統
合(

日
本
朝
に
よ
る
和
国
併
合)

を
誓
う 

◆
和
の
磐
余
彦…

…
…
…
…
…

羽
羽
矢
、
日
前
鏡
、
葬
送
用
八
咫
鏡
、
敵
か
ら
手
に
し
た
日
矛(

熊
野
権
現
御
魂)

・
布
都
御
魂
剣 

◆
大
和
朝
廷
の
神
武(

磐
余
彦)

…

笠
縫
邑
で
新
た
に
鋳
た
神
璽
の
八
咫
鏡
と
草
薙
剣(

天
璽
の
鏡
剣
の
形
代)

 

火
明
饒
速
日
子
孫
の
物
部
氏…

布
都
御
魂
剣
を
授
か
り
、
朝
廷
と
磐
余
彦
火
火
出
見
の
宮
殿
守
護
を
誓
う
。
瑞
宝
を
朝
廷
に
奉
献 
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◇
倭
国
王
朝
／
倭
奴
国
王
朝
／
高
天
と
邪
馬
台
の
国
の
か
た
ち 

倭
ヤ
マ
ト

国
王
朝
＝
天 あ

め

之 の

国
＋
日
高

ひ
だ
か

国(

戦
国
七
雄
・
韓
の
一
門)

＝
高
天

た
か
ま 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

前
二
二
〇
年
頃
成
立 

 
 
 
 
 
 

倭
国
王
朝 

―
―

天
之
国―

―
―
―
 

天(

厳)

之
国 ―

―
 

天(

日)
 

日
の
神‥

‥

北
方
系
銅
鏡 

 
 
 
 
 
 

 

高
天 

 
 
 
 
 
 

 
―
 
 
 
(

水
穂
国)  

 
 ―

 

天(

水)
 

水
の
神‥

‥

鉄
剣
・
鉄
刀 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
―
 

厳
之
国 ―

―
 

厳(

火)
 

火
の
神‥

‥

弓
矢
・
鏃 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
―
 

日
高 

―
 
 
 
 
 

瑞
穂
国 
―
 

厳(

水)  
 

水
の
神‥

‥

銅
剣 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―

 

日 ひ
の

隈 く
ま(

熊
野
家)

‥
‥

日
隈
神
宝
〔
日
鏡
・
玉
三
つ
・
熊
の
神
籬
な
ど
＋
瓊
矛
〕 

『
晋
書
』
や
『
魏
略
』
逸
文
、「（
倭
人
は
）
太
伯
の
末
裔
と
自
ら
言
う
」 

倭
奴

ヤ
マ
ト

国
王
朝
＝
倭
＋
豊
葦
原
中
つ
国
＝
天
地

あ
め
つ
ち 

 

倭
＝
高
天
＝
天
之
国
＋
日
高
＝
天(

厳)

之
国 

 
 

一
世
紀
前
半
成
立 

 
 
 
 

倭
奴
国
王
朝―

―
 

倭 ―
―

天
之
国―

―
―
―

天(

厳)

之
国―

―
 

天(

日)
‥

北
方
系
銅
鏡(

方
格
規
矩
鏡)

 

 
 
 
 
 
 

天
地 

 
 
 

高
天 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (

水
穂
国)

 
 ―

 

天(

水)
‥

鉄
剣
・
鉄
刀(

布
都
斯
魂
の
十
握
剣) 

初
代
女
系
天
神
＝
天
常
立 

 

天(

厳) 
 

 
 
 
 
 
―
 
―
 

厳
之
国 

―
―
―
 

厳(

火)
‥

弓
矢
・
鏃 

初
代
倭
王
＝
国
常
立 

 
 

 

之
国
本
家―

 
日
高 

―
 
 

宗
像
家/

瑞
穂
国 ―

 

厳(

水)
‥

銅
剣 

 
(

豊
葦
原
中
つ
国
王 

 
 
 
 
 

 
 
―
―
―
―
―
―
―
 

日
隈(

熊
野
家)

‥

瓊
矛
・
日
鏡
な
ど
日
隈(

熊
野
家)

神
宝 

＝
女
系
天
神
の
入
り
婿)
 
 
―
―

 

豊
葦
原
中
つ
国(

豊
国
＝
火
神
、
葦
原
家
＝
厳
分
家
、
中
つ
国
＝
奴
国
）…

弓
矢
・
玉
類 

【
倭
国
大
乱
後
】
一
八
〇
年
代
中
頃
～
二
二
〇
年
代
中
頃 

 
 

 
 ―

 

瑞
穂
厳
之
国
一
派
・
宗
家
宗
像
家‥

瑞
宝
十
種→

宗
像
三
皇
女
〔
瑞
宝
十
種
、
八
握
の
銅
剣(

細
形
銅
剣)

〕 

高
天 

―
―
 

天(

厳)

之
国 

―
―
―
 

天(

日)
‥

北
方
系
銅
鏡(

方
格
規
矩
鏡)

→

日
神
の
天
照
大
御
神(

真
経
津
の
八
咫
鏡)

 

 
 
 
 
 
(

水
穂
国)

 
 
―
 
―
 

天(

水)
‥

鉄
剣(

布
都
斯
魂
の
十
握
剣)

→

素
戔
嗚(

布
都
斯
魂
の
十
握
剣)

 

倭
奴
国
王
朝 

―
 

日
高 ―

―
―
―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
日
隈(
熊
野
家)

神
宝
＝
日
鏡
・
玉
三
つ
・
熊
の
神
籬
な
ど+

銅
矛 

―
―
―
―
―
―
―
―
―

 

日
隈(

熊
野
家)

‥

銅
矛(

瓊
矛)

→
日
隈
の
伊
弉
諾(

瓊
矛)

→

熊
野
本
家
の
天
日
槍(

日
矛) 

邪
馬
台
国

や

ま

と 
―
 

厳
之
国 

―
―
 

厳(

火)
 
‥
‥
‥

弓
矢
・
鏃→

火
天
神
の
天
鹿
児
山(

天
鹿
児
弓
・
羽
羽
矢) 

瑞
穂
国 

 
 

瑞
穂
国 

―
 

厳(

水)
 
‥
‥
‥

銅
剣 

 
→

水
天
神
の
天
照
大
神
〔
天
叢
雲
剣(

中
細
銅
剣)

〕 
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倭
国
の
生
い
立
ち 

●
那
珂
つ
国 

縄
文
中
期
中
頃
（
四
五
〇
〇
年
前
）
に
な
る
と
、
寒
冷
化
が
始
ま
っ
て
関
東
や
中
部
の
遺
跡
は
激
減
し
た
。
逆
に
、

近
畿
を
中
心
と
す
る
西
日
本
の
そ
れ
は
急
増
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
気
温
の
降
下
期
と
も
合
致
し
て
い
る

が
、
黄
帝
一
門
が
四
三
〇
〇
年
前
に
日
本
列
島
に
渡
っ
て
く
る
こ
と
や
、
水
田
稲
作
が
中
国
大
陸
の
四
方
八
方
に

広
が
る
時
期
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
、
こ
う
考
え
た
が
ど
う
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

「
黄
帝
の
や
り
方
を
真
似
た
彼
ら
は
、
仁
徳
・
慈
愛
の
政
を
謳
っ
て
福
岡
平
野
に
神
仙
の
国
（
神
国
）、
那
珂
つ
国

を
立
ち
上
げ
る
と
、
東
西
南
北
四
方
に
忠
臣
の
四
カ
国
を
配
置
し
て
国
邑
を
守
っ
て
き
た
。 

そ
の
四
カ
国
は
、
土
の
神
を
称
え
て
后
土
末
裔
と
自
負
す
る
北
方
の
黄こ

う

泉せ
ん

国
（
鬼
国
、
闇く

ら

見み

国
、
宗
像
・
玄
海
か

ら
博
多
湾
・
玄
界
島
に
か
け
て
展
開
）、
同
じ
く
地
の
神
を
祀
っ
て
黄
帝
一
門
と
称
す
る
国
東
の
杵
築
国
、 

火
神
を
奉
っ
て
炎
帝
（
神
農
氏
）
子
孫
と
語
る
南
方
の
火
の
国
・
そ
の
配
下
の
熊
族
（
熊
襲
、
熊
本
平
野
以
南
に

展
開
）、
水
の
神
を
信
奉
す
る
西
方
の
海
神
大
神
（
筑
紫
平
野
以
西
の
海
岸
地
帯
や
島
嶼
を
守
備
）
だ
っ
た
」 

☆
千
余
年
後
（
前
一
一
〇
〇
年
代
中
頃
）、
即
ち
殷
の
天
下
が
揺
ら
ぎ
始
め
た
頃
に
、
太
伯
が
周
太
王
・
古
公

亶
父
の
長
男
と
し
て
、
つ
い
で
周
王
朝
の
皇
祖
と
な
る
武
王
が
太
王
末
子
季
歴
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
た
。 

こ
う
し
た
宗
教
・
農
法
・
生
活
習
慣
を
背
負
っ
た
那
珂
つ
国
の
軍
勢
が
、
山
陽
道
・
山
陰
道
を
突
き
進
ん
で
出
雲
・

安
芸
・
吉
備
・
畿
内
に
進
出
し
て
分
国
を
立
ち
上
げ
、
先
住
民
ら
に
神
国
づ
く
り
や
焼
畑
農
法
を
教
え
て
き
た
。

後
期
末
か
ら
縄
文
晩
期
に
か
け
て
は
、
奈
良
盆
地
に
出
先
機
関
を
設
け
た
り
、
東
勢
と
交
易
す
る
な
ど
し
て
き
た
。

こ
れ
も
広
田
遺
跡
・
雲
井
遺
跡
（
神
戸
市
）
・
橿
原
遺
跡
・
滋
賀
里
遺
跡
な
ど
か
ら
、
は
っ
き
り
見
て
取
れ
る
。 

晩
期
前
半
に
な
る
と
、
那
珂
つ
国
は
春
秋
期
に
横
行
し
た
損
得
や
我
欲
で
以
て
人
や
物
事
に
対
処
す
る
気
風
に

染
ま
っ
た
の
か
、
東
の
領
土
拡
大
に
突
っ
走
っ
た
が
、
北
や
東
か
ら
繰
り
出
し
て
き
た
縄
文
勢
に
押
し
戻
さ
れ
た
。 
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●
天
之
国
と
オ
ロ
チ
厳
之
国
王
朝
／
太
伯
ら
子
孫
と
越
オ
ロ
チ
族 

前
五
世
紀
前
半
、
越
に
滅
ぼ
さ
れ
た
呉
の
一
門
は
、
生
き
る
当
て
も
な
い
難
民
と
な
っ
て
各
地
を
流
浪
す
る
者
、

東
海
上
に
乗
り
出
す
者
、
斉
に
隠
れ
潜
む
者
、
朝
鮮
や
遼
寧
地
方
に
脱
出
を
図
る
者
ら
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
。 

そ
う
し
た
中
で
、
ひ
と
き
わ
明
る
い
噂
が
彼
ら
に
舞
い
込
ん
で
き
た
。 

「
東
の
海
上
に
戦
争
も
略
奪
も
な
い
蓬
莱
郷
が
あ
る
と
聞
く
。
現
に
、
そ
こ
か
ら
不
老
長
寿
の
仙
薬
を
携
え
な
が

ら
渡
っ
て
来
た
者
も
い
る
と
い
う
」 

こ
の
噂
に
夢
を
つ
な
い
だ
の
か
、
呉
本
家
筋
の
太
伯
ら
子
孫
は
筏
船
や
帆
船
を
操
り
な
が
ら
東
海
上
に
漕
ぎ
出

す
と
、
黒
潮
や
対
馬
暖
流
に
乗
っ
て
琉
球
諸
島
沿
い
に
北
上
し
、
島
原
半
島
や
有
明
海
沿
岸
に
辿
り
着
く
ら
し
い
。 

彼
ら
は
さ
ら
に
東
行
し
て
唐
津
湾
岸
や
糸
島
平
野
に
到
る
と
、
菜
畑
や
曲
り
田
な
ど
湿
地
帯
に
分
け
入
っ
て
水

田
稲
作
に
励
む
一
方
、
祖
霊
が
天
に
昇
っ
て
太
陽
（
日
）
に
な
っ
た
と
信
じ
て
先
祖
祭
祀
に
入
れ
込
ん
だ
。
い
つ

の
頃
か
天あ

め

之の

国
と
銘
打
っ
て
、
日
鏡

ひ
の
か
が
み

・
奥
（
瀛お

き

、
興お

き

）
つ
鏡
・
辺へ

つ
鏡
で
祖
霊
を
日
の
神
と
し
て
奉
っ
て
き
た
。 

こ
こ
に
至
る
間
、
侵
略
者
を
追
尾
し
て
き
た
熊
本
平
野
の
熊
族(

熊
襲)

が
擦
り
寄
っ
て
き
た
。
天
之
国
は
彼
ら
に

誘
導
さ
れ
る
形
で
福
岡
平
野
の
那
珂
つ
国
に
じ
わ
じ
わ
近
づ
い
て
い
っ
た
。 

那
珂
つ
国
が
こ
の
よ
そ
者
に
ど
う
反
応
し
た
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
中
国
神
話
や
考
古
学
か
ら
推
察
す
る
限

り
で
は
、
那
珂
つ
国
は
彼
ら
に
対
し
て
、 

「
古
か
ら
伝
わ
る
天
地
開
闢
の
神
話
に
あ
る
ご
と
く
、
天
之
国
と
連
携
し
た
天
地
な
る
国
体
の
下
で
、
東
の
縄
文

勢
に
あ
た
る
の
が
正
道
だ
」
と
い
う
国
論
に
落
ち
着
い
た
模
様
だ
。
こ
の
結
論
は
、
四
三
〇
〇
年
前
に
渡
来
し
た

彼
ら
の
先
祖
が
海
神
族
を
配
下
に
取
り
込
み
、
領
土
拡
大
に
突
っ
走
っ
た
先
例
に
倣
っ
た
も
の
ら
し
い
。 

そ
の
後
の
天
之
国
は
、
那
珂
つ
国
と
好
を
深
め
る
と
、
呉
国
流
国
づ
く
り
や
集
落
を
濠
で
囲
っ
て
身
を
守
る
術
を

教
え
る
一
方
、
那
珂
つ
国
の
集
落
に
分
け
入
っ
て
水
田
稲
作
を
手
ほ
ど
き
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。 

こ
う
し
た
努
力
を
何
代
に
も
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
た
結
果
、
那
珂
つ
国
庇
護
下
で
天
地
と
称
し
て
手
を
携
え
、
摂
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津
六
甲
山
南
麓
の
生
田
川
東
岸
（
雲
井
遺
跡
）、
奈
良
盆
地
（
橿
原
遺
跡
）、
琵
琶
湖
南
（
滋
賀
里
遺
跡
）
ま
で
進

出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
那
珂
つ
国
と
天
之
国
は
、
天
地
連
合
軍
と
銘
打
っ
て
大
が
か
り
な
東

征
軍
を
北
陸
や
東
海
に
送
り
込
ん
だ
が
、
北
と
東
か
ら
繰
り
出
し
て
き
た
縄
文
勢
に
押
し
戻
さ
れ
た
。 

前
三
三
四
年
こ
ろ
、
今
度
は
越
が
楚
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
越
王
は
禹
や
夏
后
小
康
末
裔
の
オ
ロ
チ
族
と
さ
れ
る
。 

こ
の
時
期
に
、
長
江
、
淮
河
流
域
、
斉
に
広
が
っ
て
い
た
越
人
ら
は
、
楚
の
迫
害
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
北
の
遼
東

や
朝
鮮
に
逃
げ
込
む
ら
し
い
。
越
が
直
接
支
配
し
た
地
域
で
も
、
越
オ
ロ
チ
一
門
が
江
南
の
海
岸
地
帯
に
割
拠
し

つ
つ
再
起
を
窺
っ
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
楚
の
傘
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。 

そ
の
状
況
下
で
、
本
家
筋
に
近
い
越
オ
ロ
チ
が
郎
党
と
も
ど
も
帆
船
に
分
乗
し
て
、
風
の
便
り
に
聞
き
知
っ
た
蓬

莱
三
島
に
楽
土
を
切
り
開
く
べ
く
、
東
海
上
に
漕
ぎ
出
し
て
行
っ
た
。 

こ
の
一
団
は
琉
球
諸
島
沿
い
に
北
上
し
て
薩
摩
半
島
坊
津
辺
り
に
襲
来
す
る
や
、
瞬
く
間
に
半
島
を
占
領
し
て

堅
固
な
足
が
か
り
を
築
い
た
。
つ
い
で
遠
征
軍
を
編
成
し
て
、
不
知
火
海
・
八
代
海
・
島
原
湾
沿
い
に
北
上
し
た
。

そ
の
狙
い
が
肥
沃
な
筑
紫
平
野
や
、
那
珂
つ
国
の
都
す
る
福
岡
平
野
の
攻
略
に
あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

こ
の
侵
略
者
に
対
し
て
、
那
珂
つ
国
や
天
之
国
が
ど
う
立
ち
回
っ
た
か
は
伝
承
の
一
つ
す
ら
な
い
が
、
地
名
・
考

古
学
・
後
世
の
祭
器
の
有
り
様
か
ら
推
測
す
る
と
、
以
下
の
と
こ
ろ
に
行
き
着
い
た
模
様
だ
。 

「
那
珂
つ
国
と
天
之
国
の
連
合
軍
は
あ
っ
さ
り
負
け
て
し
ま
い
、
那
珂
つ
国
は
闇
見
国
や
杵
築
国
と
も
ど
も
辺
境

の
出
雲
に
追
い
や
ら
れ
、
国
の
名
も
中
つ
国
と
改
名
さ
せ
ら
れ
た
。
一
方
の
天
之
国
は
、
越
オ
ロ
チ
旗
下
に
組
み

込
ま
れ
た
上
に
、
越
流
米
づ
く
り
を
強
い
ら
れ
た
」 

そ
の
際
、
那
珂
つ
国
や
天
之
国
の
配
下
ら
は
、
洞
ヶ
峠
を
決
め
込
ん
だ
ま
ま
動
こ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。 

天
之
国
に
す
り
寄
っ
て
き
た
火
の
国
の
熊
襲
は
、
ま
た
も
寝
返
っ
て
越
オ
ロ
チ
傘
下
に
潜
り
込
む
や
、
那
珂
つ

国
・
天
之
国
に
襲
い
か
か
っ
た
。 

そ
の
後
の
越
オ
ロ
チ
は
、
鰐
族
・
山
祇
族
・
三
嶋
族
ら
を
従
え
る
海
神
大
神
と
手
を
組
み
、

A

瑞
宝

み
づ
た
か
ら

十
種

と

く

さ

を
奉
る
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越
オ
ロ
チ
本
家
の
宗
像
家
を
共
立
す
る
と
、
天
之
国
が
切
り
開
い
た
曲
り
田
・
菜
畑
な
ど
の
水
田
を
こ
と
ご
と
く

没
収
し
て
、
そ
の
区
画
を
広
げ
て
収
穫
増
を
図
っ
た
り
、
那
珂
川
中
流
域
の
板
付
な
ど
湿
地
帯
を
開
墾
す
る
な
ど

し
て
越
流
米
づ
く
り
に
邁
進
し
た
。
同
時
に
、
唐
津
湾
岸
と
吉
野
ヶ
里
丘
陵
に
一
門
重
鎮
を
策
封
し
て
大
陸
と
の

交
易
や
筑
紫
平
野
に
睨
み
を
利
か
せ
る
一
方
、
夏
王
朝
の
ご
と
く
筑
紫
島
を
九
州
に
分
け
て
統
治
し
始
め
た
。 

や
が
て
国
の
か
た
ち
が
整
っ
て
く
る
と
、
時
の
宗
像
家
家
長
は
福
岡
平
野
板
付
に
天
宮
し
て
オ
ロ
チ
厳
之
国
王

朝
と
銘
打
ち
な
が
ら
八
握
の
細
形
銅
剣
（
瑞
宝
十
種
の
一
つ
）
を
天
璽
に
奉
り
、
先
祖
祭
祀
に
明
け
暮
れ
て
き
た
。 

そ
の
瑞
宝
十
種
と
は
、
死
返
玉
な
ど
玉
五
つ
、
奥

奥

つ
鏡
・
辺
つ
鏡
、
軍
団
を
統
率
す
る
八
握
の
細
形
銅
剣
、
船
団

を
指
揮
す
る
蛇
の
領
巾

ひ

れ

な
ど
だ
っ
た
。
こ
の
内
の
玉
五
つ
は
那
珂
つ
国
か
ら
奪
っ
た
玉
つ
宝
、
鏡
二
面
は
天
之
国

か
ら
強
奪
し
た
神
鏡
だ
っ
た
。
熊
襲
も
那
珂
つ
国
か
ら
熊
の
神
籬
を
取
り
戻
し
た
上
に
、
羽
太
・
足
高
・
赤
石
の

玉
な
ど
玉
三
つ
を
奪
い
、
こ
れ
に
天
之
国
か
ら
も
ぎ
取
っ
た
日
鏡
や
先
祖
伝

来
の
神
桙
を
付
け
足
し
、
熊
族
神
宝
と
し
て
奉
っ
て
き
た
。 

時
が
た
っ
て
、
遼
東
や
朝
鮮
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
越
遺
民
ら
は
、
オ
ロ
チ
厳

之
国
王
朝
が
蓬
莱
島
の
領
土
を
急
速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
聞
く
や
、
近
隣

の
夷
人
や
苗
族
、
さ
ら
に
朝
鮮
の
人
民
ま
で
誘
っ
て
対
馬
海
峡
を
ひ
っ
き
り

な
し
に
渡
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
王
朝
軍
は
怒
涛
の
勢
い
で
出
雲
、

吉
備
、
摂
津
、
奈
良
盆
地
、
近
江
盆
地
に
東
征
し
て
、
要
所
要
所
に
一
門
分

国
を
策
封
す
る
と
、
天
之
国
勢
を
先
鋒
に
押
し
立
て
な
が
ら
北
陸
や
東
海
に

攻
め
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、
摂
津
に
小お

千ち

氏
、
奈
良
盆
地
に
小
蛇

こ
お
ろ
ち

の
三
輪
氏
、

出
雲
に
オ
ロ
チ
佐
太
国
、
北
陸
に
越
（
高
志

こ

し

）
オ
ロ
チ
が
割
拠
し
て
き
て
、

板
付
遺
跡
・
江
道
遺
跡
・
牟
礼
遺
跡
・
中
西
遺
跡
・
服
部
遺
跡
な
ど
で
、
弥 
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